
北
陸
農
民
の
北
関
東
移
住

野

淳

寺

一
、
は
じ
め
に

近
世
の
人
口
に
関
す
る
研
究
で
は
、
高
橋
究
仙
ハ
1
〉
や
関
山
直
太
郎
ハ
2
〉
等
に
よ
っ
て
国
別
人
口
の
増
減
の
マ
グ
ロ
的
研
究
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
近
年
歴
史
人
口
学
と
し
て
、
速
水
融
〈
ろ
の
研
究
に
よ
っ
て
人
口
変
動
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

資
料
的
制
限
が
あ
り
特

北陸農民の北関東移住

定
地
域
の
人
口
増
減
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
近
世
集
落
の
宗
門
人
別
帳
を
資
料
と
し
て
、
地
域
人
口
に
つ
い
て
の
ミ
ク
ロ
的
研

究
の
集
積
が
、
内
田
寛
一
を
中
心
と
し
て
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
人
口
の
自
然
増
減
と
村
落
経
済
と
の
関
係
が
主
題
で
あ
っ
た
ハ
4
v
o

そ
こ
で
、
幕
藩
体
制
の
枠
組
の
中
で
お
こ
っ
た
人
口
移
動
に
つ
い
て
の
個
別
的
研
究
は
、
従
来
歴
史
地
理
学
を
始
め
他
の
関
連
分
野
に
お

い
て
も
、
あ
ま
り
関
心
が
は
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
都
市
化
に
よ
る
人
口
の
都
市
集
中
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
近
世
の
人

ロ
移
動
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
た
め
に
、
農
村
か
ら
農
村
へ
の
人
口
移
動
に
は
関
心
が
う
す
か
っ
た
。

本
稿
で
は
本
庄
栄
治
郎
(
5
〉
・
関
山
直
太
郎
・
高
橋
発
仙
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
が
、

そ
こ
で
、

北
陸
農
村
か
ら
北

175 

関
東
農
村
へ
移
住
し
た
北
陸
農
民
の
移
住
を
問
題
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
の
北
陸
農
民
は
、

ほ
と
ん
ど
浄
土
真
宗
の
門
徒
で
あ
っ
た
た
め
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に
、
従
来
関
東
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
復
活

τ〉
と
し
て
宗
教
史
の
面
か
ら
も
研
究
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
十
年
来
、

日
向
野
徳

久ハ
7
u
・
竹
内
慎
一
郎
(

8

)

等
が
中
心
と
な
り
、
栃
木
・
茨
城
・
福
島
の
三
県
に
わ
た
る
北
陸
農
民
の
移
住
村
落
の
探
究
が
行
わ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
そ
の
聞
に
社
会
経
済
史
の
面
か
ら
は
、
北
陸
農
民
の
移
住
を
典
型
的
な
本
百
姓
体
制
を
設
定
せ
ん
と
す
る
封
建
権
力
の
意
志

に
よ
る
も
の
と
す
る
見
方
官
〉
も
で
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
な
先
学
の
研
究
動
向
に
対
し
て
本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
視
点
に
よ
っ
て
、
北
陸
農
民
の
北
関
東
移
住
を
捉
え
直
そ
う
と
試

み
た
。
そ
れ
は
、
北
陸
農
民
の
移
住
の
契
機
を
封
建
権
力
の
意
志
と
寺
院
の
檀
家
獲
得
と
し
な
が
ら
も
、
移
住
を
動
態
的
に
捉
え
直
し
、

北
陸
農
民
の
移
住
地
選
択
の
あ
り
方
や
移
住
地
で
の
適
応
の
仕
方
に
重
点
を
お
い
た
。
そ
の
た
め
、
北
陸
農
民
の
北
関
東
へ
の
移
住
の
拡

散
過
程
と
移
住
地
の
地
域
的
条
件
を
詳
し
く
分
析
し
た
。

研
究
対
象
地
域
と
し
て
は
、
栃
木
・
茨
城
の
両
県
に
限
定
し
、
こ
の
二
県
を
も
っ
て
北
関
東
と
し
た
。
し
か
し
、
北
陸
農
民
は
、
北
関

東
の
み
で
な
く
福
島
県
内
へ
も
移
住
し
た
が
、
そ
れ
も
北
関
東
の
延
長
線
上
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
の
研
究
目
的
に
と
っ
て
何
ら
支
障
が
な

い
の
で
あ
え
て
割
愛
し
た
。
ま
た
、
研
究
対
象
地
域
を
北
関
東
に
限
定
し
た
た
め
、
時
代
は
寛
政
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
で
あ
る
。
し
か

し
、
北
陸
農
民
の
移
住
活
動
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
時
代
は
大
正
期
ま
で
範
囲
は
東
北
は
お
ろ
か
北
海
道
に
ま
で
拡
大
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ニ
、
移
住
の
契
機

北
陸
農
民
が
、
著
し
い
人
口
減
少
を
示
し
た
北
関
東
農
村
へ
移
住
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
寛
政
期
の
二
つ
の
農
民
移
植
策
で
あ
っ

た。

一
つ
は
、
真
岡
代
官
竹
垣
三
右
衛
門
直
温
の
政
策
で
あ
り
、
他
は
、
笠
間
藩
領
稲
田
に
あ
る
浄
土
真
宗
寺
院
西
念
寺
の
住
職
良
水
の



移
住
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
農
民
移
植
策
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
の
研
究
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
、
詳
細
な
い
き
さ
つ
は
そ
れ
ら

に
譲
り
、
本
稿
で
は
、
竹
垣
代
官
と
良
水
の
島
庶
民
移
植
策
の
相
違
を
次
の
三
点
の
比
較
に
よ
っ
て
明
確
に
す
る
。
こ
の
三
点
は
、
移
住
農

民
を
募
集
し
た
対
象
地
域
と
農
民
移
植
の
方
法
、

ま
た
そ
の
際
の
募
集
条
件
の
相
違
で
あ
る
。

ま
ず
、
募
集
の
対
象
地
域
は
、
竹
垣
代
官
が
越
後
川
浦
代
官
領
(
現
在
新
潟
県
上
越
市
・
三
和
村
周
辺
)

か
ら
募
集
し
た
の
に
対
し
、

良
水
は
加
賀
藩
領
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
相
違
は
、
二
人
の
経
歴
に
よ
る
。

竹
垣
代
官
は
、

四
年
間
川
浦
代
官
を
勤
め
た
。
そ
の
た
め
、
川
浦
代
官
領
内
の

一
四
年
間
川
浦
代
官
を
勤
め
た
父
庄
蔵
の
職
を
継
ぎ
、

農
民
の
生
活
状
況
を
熟
知
し
て
い
た
し
、
川
浦
代
官
時
代
の
手
代
川
上
平
十
郎
と
い
う
協
力
者
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
財
政
面
で

は
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
充
分
な
資
金
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
良
水
は
以
前
か
ら
加
賀
藩
内
へ
勧
化
僧
と
し
て
出
向
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
笠
間
藩
主
牧
野
貞
喜
の
藩
政
改
革
が
始
ま
る
と
、

藩
の
資
金
に
よ
っ
て
加
賀
藩
農
民
を
移
住
さ
せ
た
G

こ
れ
は
、
藩
の
人
口
増
加
策
援
助
で
、
良
水
に
と
っ
て
は
西
念
寺
の
檀
家
数
を
回
復

北陸農民の北関東移住

さ
せ
る
必
要
性
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
竹
垣
代
官
の
農
民
移
植
策
は
、
代
官
領
相
互
で
の
移
住
で
あ
っ
た
が
、
良
水
の
そ
れ

は
他
領
か
ら
の
法
を
犯
し
て
の
移
植
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
農
民
移
植
の
方
法
も
お
の
ず
か
ら
異
っ
て
い
た
。

竹
垣
代
官
は
、
実
際
の
農
民
移
植
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
川
上
平
十
郎
に
一
任
し
た
。
そ
こ
で
、
川
上
平
十
郎
は
、
自
身
が
真
宗
門
徒

で
あ
っ
た
た
め
か
、
移
住
希
望
者
は
、
越
後
国
中
本
山
高
田
本
誓
寺
の
役
寺
長
円
寺
と
光
照
寺
へ
申
し
出
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
移

住
決
定
者
は
、
自
村
の
村
役
人
に
決
し
て
村
に
戻
ら
な
い
と
誓
っ
た
一
札
を
入
れ
さ
せ
ら
れ
た
ハ
目
。

次
に
、

檀
那
寺
で
は
、
移
住
農
民
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に
次
の
よ
う
な
往
来
手
形
を
与
え
た

(80
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一
札
証
文
之
事

一
米
岡
村
長
右
衛
門
重
右
衛
門
徳
松
右
三
人
之
者
共
宗
旨
之
義
ハ
代
々
浄
土
真
宗
ニ
テ
家
内
不
残
拙
寺
旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
若
此
者
共
其
国
ニ
テ
万
一

病
死
仕
侯
ハ
パ
何
之
寺
成
共
早
速
御
取
置
不
被
下
候
為
後
日
之
一
札
如
件

寛
政
七
年
卯
二
月
日

同
国
米
岡
村

長
右
衛
門
殿

重
右
衛
門
殿

徳
松
殿

越
後
国
頚
城
郡
毘
五
十
公
野
村

善

行

寺

⑮花

押

一
方
、
良
水
は
加
賀
藩
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
、
隠
密
裏
に
農
民
を
募
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
良
水
に
西
念
寺
へ
の

順
拝
者
と
い
う
形
で
加
賀
藩
農
民
を
移
住
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
笠
間
藩
領
内
に
住
ま
わ
せ
た
。
そ
の
た
め
、
移
住
農
民
の
た
め
に
往
来
手
形

を
偽
造
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

av

次
に
、
竹
垣
代
官
と
良
水
の
募
集
条
件
を
比
較
す
る
と
、
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
竹
垣
代
官
に
影
響
さ
れ
農
民
移
植
策
を
行

っ
た
下
野
藤
岡
代
官
岸
本
武
太
夫
の
募
集
条
件
も
参
考
に
示
し
た
。
岸
本
代
官
は
、
竹
垣
代
官
よ
り
四
年
遅
れ
て
川
浦
代
官
領
か
ら
移
住

農
民
を
募
集
し
た
。
そ
の
た
め
、
岸
本
代
官
の
募
集
条
件
の
方
が
、
竹
垣
代
官
の
そ
れ
よ
り
や
や
条
件
が
良
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
良
水
の
募
集
条
件
と
両
代
官
の
募
集
条
件
を
比
べ
る
と
、
両
代
官
が
路
用
代
・
農
具
代
等
を
無
償
で
支
給
し
て
お
り
、
移
住
に
こ
ま

か
い
配
慮
を
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
財
政
面
に
お
い
て
、
代
官
が
幕
府
の
公
金
貸
付
を
利
用
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
移
住
農

民
に
対
し
て
検
見
取
り
で
あ
っ
た
代
官
領
に
お
い
て
は
、

次
の
資
料
自
)
で
も
わ
か
る
よ
う
に
か
え
っ
て
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
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第1表募集条件の比較

|笠稲間田藩西念寺良水I代竹官筒コ右衛門直温I 代官岸本武太夫
初年 無年貢 取実作り取り

発地開 2年
反当7升 反当永10文

3 反当2畝歩
国
反当 1斗5升

畑
反当永20文

年貢率

4 λγ 反当永30文
5 
反当4畝歩~9年

方 検見取 方 一切免
10 年年~ 
12'if.~ 永々半

2間半6閑家造被下金4両(建家作・灰小屋・雪隠取
入用)

家作金
成出精候次事第拝借相 金6両 (梁間2問桁並4行方に5間小3方雪

3尺下屋 灰積 屋
隠共9尺 り)

馬代金 | 

農具代 金4両年賦(返翌年納より10カ)(l人軒別当に応金じ2て両相2増分) 1軒当稼大会人以下ー金2両
1分

1日1人揚麦当一白米味3 
1 日 {稜不5人勺草味書米面噌330合匁総変4合

夫食 ー一一一日・ーーーーーー--------.-."一一 合 4合噌
30人匁 1人当 揚匁麦4合

代金にても拝借
厄介一味噌15匁

の事
種籾一回 1反畝当当1升升宛 (稼人1当

種籾
一初割年利度足返納 2反1反5 歩)

種麦ー畑 8 7¥-( 11 ) 
但初年のみ

-ー岨開骨_.--月ー-----_.-.・“ー-ー._.----"'ーー--・------・『圃圃』・----------・・ー‘

雑穀

来手中泉形村を平偽八造が往

道中以中入用相物小行透の白足持児の賜の誌e儀わ儀高弱分はしは宰額

引越道中
をて ること

道中関係 道前荷貫 は1人
西念寺が越度藩引 5 にて放入用 1人当

受領人村となり笠籍間 立は関籍申付所 はの老三人木
6歳以下金1分

の 々へ入
御 御証文
にて通小
道両中 て金 1

そ の 他 I帰妻拝借子国持金勝相手で済次あ侯第る上こはとI |在片所付帥付借問両諸取
入用 金1

出 典 I五来関東重『民北陸門徒I~下重国八条村掛 I白徒銀賢瑞 W)II上平十郎翁と頚城
と 移』 所記録』 円の関東移民』



180 

文
久
三
年
六
月
真
岡
代
官
引
継
申
送
書

一
右
拾
二
ケ
村
之
儀
、
木
村
は
多
分
定
免
一
一
テ
引
請
人
分
計
検
見
取
一
一
候
処
、
先
年
は
他
国
引
請
人
有
之
候
得
共
、
当
時
ハ
右
之
名
目
の
み
ニ
テ
、
都

て
本
村
百
姓
作
付
居
侯
儀
、
殊
ニ
小
反
別
之
引
請
人
分
多
侯
問
、
都
て
定
免
可
相
願
旨
申
諭
候
処
、
追
々
定
免
相
成
侯
旨
申
送
-
一
付
、
猶
又
申
送
候

ま
た
、
良
水
の
募
集
条
件
に
お
い
て
、
妻
子
持
ち
に
限
定
し
た
点
は
特
に
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
移
住
農
民
が
独
身
者
で
あ
っ
た
場

合
、
結
婚
相
手
を
探
す
の
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
つ
の
農
民
移
植
策
の
性
格
の
相
違
に
よ
っ
て
、
移
住
農
民
の
実
数
に
も
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た
。
竹
垣
代
宮
は
、
寛

政
七
年
(
一
七
九
五
)
か
ら
享
和
元
年
(
一
八

O
一
)

ま
で
の
六
年
間
で
、

二
八
七
戸
移
住
さ
せ
た

avo
岸
本
代
官
は
、
寛
政
十
一
年

(
一
七
九
九
)

か
ら
文
化
六
年
(
一
八

O
九
)
ま
で
に
一
七
四
戸
移
住
さ
せ
た

auo
と
こ
ろ
が
、
良
水
が
移
住
さ
せ
た
戸
数
は
、

寛
政

五
年
(
一
七
九
三
)

か
ら
文
化
元
年
(
一
八

O
四
)
ま
で
の
一
一
一
年
間
で
六

O
戸
余
に
終
わ
っ
た
白
〉
O

竹
垣
代
官
の
農
民
移
植
策
で
は
、
郡
代
中
川
飛
騨
守
の
同
意
を
え
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
高
田
本
誓
寺
が
、
信
仰
心
の
薄
い
関
東
へ
門

徒
を
移
住
さ
せ
る
の
に
反
対
し
た
と
い
う
障
害
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
良
水
の
農
民
移
植
策
の
よ
う
に
、
加
賀
藩
の
厳
し
い
取
り

締
り
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
こ
の
点
が
、
移
住
農
民
の
実
数
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の

農
民
移
植
策
が
契
機
と
な
り
、
越
後
農
民
と
加
賀
藩
農
民
の
移
住
は
、
そ
の
形
態
を
変
え
て
継
続
し
た
。

、
移
住
形
態
の
変
化

寛
政
期
の
二
つ
の
農
民
移
植
策
は
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
周
辺
地
域
の
農
村
復
興
の
指
導
者
に
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
竹
垣
代
官

や
良
水
の
よ
う
に
北
陸
農
村
で
移
住
者
を
募
集
し
え
た
指
導
者
は
限
ら
れ
て
い
た
。
同
様
に
代
官
で
も
、
竹
垣
代
官
の
よ
う
に
北
陸
地
方



と
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、
岸
本
代
官
の
よ
う
に
思
う
よ
う
な
農
民
移
植
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
良
水
の
よ
う
な
農
民
移
植
策

は
難
し
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
陸
農
民
の
移
住
は
、
明
治
初
期
ま
で
続
く
。
こ
れ
は
、
困
難
を
伴
う
農
民
移
植
策
を
行
わ
ず
と

も
、
あ
る
特
定
の
北
関
東
農
村
へ
の
自
発
的
意
志
に
よ
っ
て
北
陸
農
民
が
移
住
し
て
き
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

様
に
北
陸
農
民
と
い
っ
て
も
、
越
後
農
民
と
加
賀
藩
農
民
と
で
は
異
な
る
移
住
形
態
を
み
せ
た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
寛
政
期
の
二
つ

の
農
民
移
植
策
以
降
の
北
陸
農
民
の
移
住
形
態
の
変
化
を
考
え
る
。

ま
ず
、
竹
垣
代
官
又
は
良
水
の
農
民
移
植
策
に
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
手
本
に
農
民
移
植
策
を
実
施
で
き
た
指
導
者
た
ち
に
つ
い
て
説

明
を
加
え
て
お
く
。

竹
垣
代
官
の
農
民
移
植
策
を
、
す
ぐ
に
取
り
入
れ
た
の
は
岸
本
武
太
夫
就
美
で
あ
っ
た
。
竹
垣
代
官
と
岸
本
代
官
は
、
寛
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
荒
廃
の
激
し
い
北
関
東
農
村
の
天
領
を
建
て
直
す
ベ
く
派
遣
さ
れ
た
有
能
な
代
官
で
あ
っ
た
。
寛
政
期
に
は
、
両
代
官
の
他

に
吹
上
代
官
所
(
現
在
栃
木
県
栃
木
市
)
に
赴
任
し
た
山
口
鉄
五
郎
高
品
や
、
板
橋
代
官
所
(
現
在
茨
城
県
筑
波
郡
伊
奈
村
)
に
赴
任
し

北陸農民の北関東移住

た
岡
田
寒
泉
と
い
っ
た
名
代
官
が
い
た
。

山
口
代
宮
は
、
文
化
年
中
那
須
郡
の
自
領
に
越
後
農
民
を
移
住
さ
せ
た
ハ

2
0
し
か
し
、

岡
田
代
官
は
北
陸
農
民
を
白
領
に
受
け
入
れ

た
が
、
農
民
移
植
策
を
試
み
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
竹
垣
代
官
の
農
民
移
植
策
に
よ
っ
て
移
住
し
た
越
後
農
民
の
一
人
で
あ
っ
た
教
導
は
、
文
化
年
聞
に
越
後
農
民
を
谷
田
部
藩
領

茂
木
に
移
住
さ
せ
た
。
そ
の
功
に
よ
り
、
教
導
は
谷
田
部
藩
主
か
ら
茂
木
正
明
寺
を
与
え
ら
れ
た

az
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一
方
、
良
水
の
農
民
移
植
策
の
影
響
を
受
け
た
の
は
、
宍
戸
藩
領
太
田
の
唯
信
寺
(
現
在
茨
城
県
友
部
町
)
住
職
唯
定
と
旗
本
三
宅
家

-
坪
内
家
知
行
所
の
下
富
田
無
量
寿
寺
(
現
在
茨
城
県
鉾
田
町
)
の
住
職
諦
順
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
唯
定
も
諦
順
も
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良
水
と
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
良
水
の
長
女
安
佐
は
、
一
諦
順
の
奏
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
良
水
死
後
、
唯
定
の
息
子
良
恵
は
、

良
水
の
次
女
奈
美
と
結
婚
し
、
西
念
寺
住
職
と
な
っ
た

auo

唯
定
は
、
息
子
唯
恵
と
と
も
に
、
勧
化
僧
と
し
て
北
陸
布
教
の
度
毎
に
、
一
二
戸
・
五
戸
づ
っ
移
住
農
民
を
連
れ
戻
り
宍
戸
藩
領
に
移
住

さ
せ
た
ハ

8
0
諦
順
が
、
こ
う
し
た
農
民
移
植
を
実
施
し
た
か
は
、
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
下
富
田
無
量

寿
寺
の
檀
家
の
な
か
に
は
、
先
祖
が
北
陸
農
民
で
あ
っ
た
と
い
う
人
々
が
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
文
化
年
閉
ま
で
は
、
竹
垣
代
官
や
良
水
の
農
民
移
植
策
に
影
響
を
受
け
、

ま
た
実
施
し
た
指
導
者
が
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
文
化
年
間
以
降
、
農
民
移
植
策
を
行
わ
ず
と
も
、
加
賀
藩
農
民
が
自
発
的
に
逃
散
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
、
北
関
東
に
移
住

し
て
来
る
と
い
う
現
象
が
起
き
た
。
ま
た
、
越
後
農
民
は
、
北
関
東
農
村
へ
の
移
住
の
パ
イ
プ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
親
驚
二
十
四
輩
の
一
寺
で
あ
る
烏
山
慈
願
寺
で
は
、
越
中
か
ら
逃
散
し
て
き
た
北
陸
農
民
を
保
護
し
、
彼
等
を
名
主
の
小

作
人
と
し
た

auo
す
な
わ
ち
、

寛
政
期
文
化
期
の
農
民
移
植
策
は
、

北
関
東
農
村
を
加
賀
藩
農
民
の
逃
散
の
場
と
し
て
提
供
す
る
下
地

を
こ
し
ら
え
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
寛
政
期
の
竹
垣
代
官
の
農
民
移
植
策
は
、
真
岡
代
官
領
内
の
人
口
減
少
を
く
い
止
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
真
岡
代

官
領
周
辺
の
旗
本
領
藩
領
で
は
、
依
然
労
働
力
不
足
に
あ
え
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
保
期
以
前
に
は
旗
本
領
落
領
に
も
越
後
農
民
が

多
数
移
住
し
た
。
そ
れ
は
、
川
浦
代
官
領
の
み
な
ら
ず
、
越
後
の
各
地
か
ら
北
関
東
農
村
へ
移
住
農
民
を
送
り
出
す
パ
イ
プ
が
成
立
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
資
料
(
き
は
、
こ
の
パ
イ
プ
の
成
立
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

右
者
私
儀
元
堀
丹
波
守
領
分
越
後
国
蒲
原
郡
村
松
春
日
町
百
姓
渡
世
仕
罷
在
候
処
近
年
打
続
洪
水
大
地
震
山
崩
等
様
々
の
異
変
有
之
(
中
略
)
御
代

宮
田
口
五
郎
左
衛
門
様
御
支
配
所
当
知
行
所
御
村
々
人
別
増
御
趣
法
の
由
村
松
春
日
町
権
左
衛
門
同
所
春
日
町
権
次
郎
両
人
の
者
共
致
世
話
呉
候
一
一
付



同
所
大
世
話
元
下
町
由
左
衛
門
方
ま
で
春
日
町
名
主
佐
治
兵
衛
組
頭
杢
右
衛
門
を
も
っ
て
右
の
白
奉
願
上
則
寺
智
村
送
り
等
貰
請
の
為
御
召
抱
御
趣
法

被
成
侯
真
岡
支
配
所
島
村
与
惣
兵
衛
殿
御
知
行
所
物
井
村
岸
右
衛
門
殿
権
左
衛
門
権
次
郎
四
人
に
慕
い
私
女
房
女
子
二
人
都
合
四
人
其
他
同
所
よ
り
同

断
相
越
侯
勘
之
丞
家
内
五
人
新
発
田
領
横
場
村
百
姓
忠
助
家
内
二
人
同
所
弥
助
四
人
〆
十
五
者
罷
越
そ
の
節
外
に
四
五
拾
人
同
道
に
て
罷
越
・
:
・
:
(
後

略
)

こ
の
資
料
は
、
旗
本
宇
津
家
知
行
の
桜
町
領
(
現
在
真
岡
市
東
沼
と
二
宮
町
物
井
・
横
田
)

に
移
住
し
た
越
後
農
民
の
移
住
ま
で
の
経

緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
桜
町
領
で
は
、
文
政
五
年
(
一
八
一
一
一
一
)

か
ら
、
二
宮
尊
徳
に
よ
っ
て
復
興
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し

二
宮
尊
徳
は
こ
の
移
住
に
直
接
関
係
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
物
井
村
の
名
主
格
岸
右
衛
門
が
身
元
引
請
人
と
な
っ
た
。
こ
の
移
住
の
特
色

は
、
移
住
引
受
地
の
島
村
・
物
井
村
の
名
主
と
移
住
農
民
の
聞
に
、
世
話
人
と
い
う
移
住
斡
旋
者
が
介
入
し
て
い
た
点
に
あ
る
。
こ
う
し

た
移
住
斡
旋
者
が
、

四
O
J五
O
人
の
移
住
農
民
を
連
れ
、
真
岡
代
官
領
の
み
な
ら
ず
旗
本
領
に
ま
で
送
り
込
む
パ
イ
プ
役
を
果
し
た
。

こ
れ
が
、
文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
の
越
後
農
民
の
移
住
形
態
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
加
賀
藩
農
民
と
越
後
農
民
は
、
別
個
の
移
住
形
態
に
よ
っ
て
、
北
関
東
農
村
に
新
し
い
生
活
の
場
を
求
め
て
移
住
し

北陸農民の北関東移住

た
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
越
後
農
民
と
加
賀
藩
農
民
が
北
関
東
農
村
へ
ど
の
よ
う
な
拡
散
過
程
を
た
ど
っ
た
か
を
考
え
る
。

四
、
移
住
地
の
拡
散
過
程

北
陸
農
民
の
移
住
を
動
態
的
に
把
え
る
に
は
、
移
住
地
の
分
布
と
そ
の
拡
散
過
程
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
先
学
が
北

関
東
の
浄
土
真
宗
寺
院
を
回
り
、

そ
の
檀
家
の
中
に
北
陸
農
民
の
有
無
を
調
査
し
た
結
果
を
利
用
し
た
。
な
か
で
も
、

竹
内
慎
一
郎

8
)

と
山
本
秋
広

aυ
の
調
査
結
果
を
利
用
し
た
。
ま
た
、

そ
の
中
で
疑
問
点
は
、
再
調
査
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
図
に
四
一
の
浄
土
真
宗
寺
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院
と
こ
れ
ら
の
寺
院
の
檀
家
と
な
っ
た
北
陸
農
民
の
移
住
村
落
を
示
し
た
。
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第1図 北陸農民の移住村落と寺院分布

(図中の番号は，次頁の寺院番号である。)
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北陸農民の北関東移住

番号|主主長| 寺院所在地 11番号1詩書| 寺院所在地
1 本誓寺 栃木県真岡市八条 22 往西寺 茨城県新治郡千代田村

2 西念寺 栃木県真岡市東大島 23 無量寿寺 茨城県鹿島郡鉾田町

3 西念寺 茨城県笠間市稲田 24 豊安寺 茨城県行方郡玉造町

4 日往信寺 茨城県西茨城郡友部町 25 無量寿寺 茨城県鉾田町下富田

5 正明寺 栃木県芳賀郡茂木町 26 等覚寺 茨城県土浦市

6 慈願寺 栃木県那須郡烏山町 27 西円寺 茨城県行方郡潮来町

7 常敬寺 栃木県大田原市佐久山 28 願入寺 茨城県東茨城郡大洗町

8 正浄寺 11 29 善重寺 茨城県水戸市

9 竜念寺 栃木県那須郡黒羽町両郷 30 信願寺 11 

10 円光寺 栃木県西那須野町狩野 31 浄安寺 11 

11 常円寺 栃木県那須郡小川町 32 光明寺 茨城県下妻市

12 西宝寺 11 33 専修寺 栃木県芳賀郡二宮町

13 慈願寺 栃木県那須郡馬頭町 34 弘徳寺 茨城県猿島郡八千代町

14 忍精寺 栃木県大田原市 35 常福寺 茨城県筑波郡大穂町

15 徳明寺 栃木県塩谷郡高根沢町 36 長命寺 茨城県猿島郡三和村

16 光尊寺 栃木県西那須野町 37 称名寺 茨城県結城市

17 妙、伝寺 栃木県芳賀郡益子町 38 行泉寺 栃木県小山市

18 観専寺 栃木県宇都宮市 39 西林寺 11 

19 安養寺 11 40 紫雲寺 11 

20 常通寺 栃木県栃木市 41 蓮花寺 栃木県下都賀郡国分寺町

21 大覚寺 茨城県新治郡八郷町
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北
陸
農
民
の
移
住
地
の
拡
散
過
程
に
は
、

つ
の
中
心
地
が
あ
っ
た
。

一
点
は
、
栃
木
県
真

岡
市
周
辺
で
あ
り
、
も
う
一
点
は
、
茨
城
県
笠

間
市
周
辺
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
、
竹
垣
代
官

と
良
水
が
、
そ
れ
ぞ
れ
越
後
農
民
と
加
賀
藩
農

民
を
移
植
し
た
地
域
で
あ
る
。

越
後
農
民
は
、
筑
波
郡
の
代
官
領
や
那
須
郡

南
部
の
ほ
か
は
、
芳
賀
郡
内
に
集
中
的
に
移
住

し
た
。
そ
れ
も
集
団
移
住
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

前
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

以
上
の
地
域
の
ほ
か
の
移
住
地
は
、
越
中
・
加

賀
・
能
登
の
加
賀
藩
農
民
が
移
住
し
た
村
落
が

大
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
広

範
囲
な
分
布
を
示
し
た
加
賀
藩
農
民
の
移
住
地

の
拡
散
過
程
を
考
え
る
。
そ
れ
に
は
、
加
賀
藩

農
民
が
移
住
村
落
に
定
着
し
た
年
代
を
調
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
浄
土
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真
宗
寺
院
の
建
立
又
は
再
建
年
代
を
調
べ
た
。
そ
の
理
由
は
、
北
陸
農
民
は
移
住
村
落
の
近
く
に
浄
土
真
宗
寺
院
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
の

寺
院
の
檀
家
と
な
っ
た
が
、
存
在
し
な
い
場
合
は
、
建
立
又
は
再
建
事
業
を
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
建
立
又
は
再
建
さ

れ
た
浄
土
真
宗
寺
院
の
局
辺
村
落
に
は
、
寺
院
経
営
が
成
り
立
つ
程
の
|
最
低
一

O
O戸
以
上
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
l
北
陸
農
民
が
定
着

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
賀
藩
農
民
が
、
逃
散
に
よ
っ
て
移
住
す
る
場
合
、
良
水
の
移
住
農
民
募
集
で
知
ら
れ
て
い
た
西
念
寺
を
、
最
初
に
頼
っ
て
移
住
し

た
。
し
か
し
、
良
水
死
後
の
笠
間
藩
で
は
、
幕
府
へ
の
聞
え
を
は
ば
か
り
加
賀
藩
農
民
を
容
易
に
受
け
入
れ
な
か
っ
た

8uo
そ
の
た
め
、

加
賀
藩
農
民
は
、
受
け
入
れ
地
を
探
し
移
動
し
た
。

こ
う
し
た
加
賀
藩
農
民
は
、
笠
間
市
か
ら
約
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
は
、
文
政
期
に
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
圏
内
で
は

栃
木
県
高
根
沢
町
桑
窪
の
徳
明
寺
が
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
に
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
山
市
飯
塚
の
紫
雲
寺
は
、
文
政
二
年
(
一

八
一
九
)
浅
草
本
願
寺
掛
所
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。

笠
間
市
か
ら
約
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
は
、
天
保
期
に
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
圏
内
に
は
、
那
須
郡
小
川
町
の
西
宝
寺

-
猿
島
郡
一
二
和
村
の
長
命
寺
・
新
治
郡
千
代
田
村
の
往
西
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
西
宝
寺
は
、
天
保
八
年
(
一
八
三
七
)
浅
草
本
願
寺

掛
所
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
長
命
寺
は
、
天
保
期
に
飯
沼
新
田
に
移
住
し
た
加
賀
藩
農
民
を
檀
家
と
し
た
ハ
哲
。

往
西
寺
は
、

天
保
二
年

(
一
八
三
一
)
築
地
本
願
寺
掛
所
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
笠
間
市
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
程
、
加
賀
藩
農
民
の
定
着
年
代
が

遅
く
な
る
と
い
う
拡
散
の
過
程
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
浅
草
本
願
寺
掛
所
や
築
地
本
願
寺
掛
所
と
い
っ
た
掛
所
式
建
立
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
を
要
す
る
。
浅
草
本
願
寺
は
、
真
宗

大
谷
派
で
あ
り
、
築
地
本
願
寺
は
、
西
本
願
寺
派
で
あ
る
。
こ
の
江
戸
の
東
西
本
願
寺
か
ら
、
周
囲
に
浄
土
真
宗
寺
院
が
存
在
し
な
い
移



住
農
民
の
た
め
に
、
役
僧
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
役
僧
は
法
要
を
執
り
行
な
っ
て
い
た
が
、
北
陸
農
民
が
増
加
す
る
と
、
東
西
本
願
寺
で

ど
ち
ら
か
の
掛
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
包
。

以
上
の
よ
う
な
拡
散
過
程
を
た
ど
っ
た
加
賀
藩
農
民
の
数
量
的
把
握
に
は
浄
土
真
宗
寺
院
の
過
去
帳
が
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
被
差
別
部
落
問
題
と
の
関
係
で
閲
覧
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
な
お
加
賀
藩
農
民
と
総
称
し
て
き
た
が
、
越
中
砺
波
郡

出
身
者
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

五
、
移
住
村
落
の
荒
廃
過
程

北
関
東
農
村
が
、
ど
の
よ
う
な
荒
廃
過
程
に
よ
っ
て
、
北
陸
農
民
に
新
し
い
生
活
の
場
を
与
え
る
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
か
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

一
様
に
北
関
東
農
村
の
荒
廃
と
い
っ
て
も
、
そ
の
荒
廃
原
因
や
荒
廃
現
象
は
、
商
品
生
産
の
展
開
の
度
合

に
よ
っ
て
も
相
違
点
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
北
陸
農
民
1

主
と
し
て
越
後
農
民
ー
が
、
最
も
多
く
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
栃

北陸農民の北関東移住

木
県
芳
賀
郡
一
帯
の
自
給
的
農
業
地
域
の
荒
廃
過
程
を
分
析
す
る
。
こ
の
分
析
の
視
点
と
し
て
は
、
耕
地
の
減
少
過
程
に
注
目
し
た
。
分

析
の
対
象
地
と
し
て
は
、
桜
町
領
横
田
(
現
在
芳
賀
郡
二
宮
町
横
田
)
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
の
横
田
に
移
住
し
た
移
住
農
民
は
、
嘉
永
六

年
(
一
八
五
三
)
に
は
、
村
戸
数
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
た
。
横
田
は
、

五
行
川
左
岸
の
沖
積
地
の
氾
濫
原
に
立
地
し
て
い
る
。
元
蔽

十
二
年
(
一
六
九
九
)
の
戸
数
は
、
六
八
戸
、
人
口
四

O
三
の
村
で
あ
っ
た

8
1
と
こ
ろ
が
、
文
政
九
年
(
一
八
二
六
)

二
一
二
、
人
口
一

O
四
の
村
と
な
っ
た
〈
君
。
約
一

O
O年
の
聞
に
、
人
口
が
四
分
の
一
に
減
少
し
た
村
落
で
あ
っ
た
。

に
は
、
戸
数

次
に
、
田
畑
別
耕
地
面
積
の
変
化
を
追
っ
て
み
る
と
、
第
二
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
ま
で
は
、

田
が
五
八
町
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し
か
し
寛
延
二
年
か
ら
寛
政
二
年
(
一
七
九

O
)
の
四

0
年
間
で
、

歩
余
、
畑
が
二
五
町
歩
余
の
耕
地
面
積
を
も
っ
た
村
で
あ
っ
た
。

田



。。
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第2表横園田畑別耕地面積の変化

1寛永6年 i元禄昨 1加年|寛政2年 l文化9年 l文化昨|肌年
町・反・畝・歩町・反・畝・歩町・反・畝・歩町・反・畝・歩町・反・畝・歩町・反・畝・歩町・反・畝・歩

上々回 12・7・O・0410・1・9・1810・1・8・23 4・4・9・24 1・4・2・14 1・2・6・07 2.0・3・11

上 田 18・6・7・0915・1・0・2915・0・9・05 6.0.4・19 3.0 ・8・24 1 .8・2・11 2・4・1・15

中 田 14・8・7・16半 15・2・5・1215・2・5・12 5・9・7・17 2・4・24 8・6・16 1 • 1・1・24

下 田 11・7.1・06半 14・6・5・0214・6・5・02 7.0 ・O・03 2.9・4・00 1・8・7・10 2・1・1・08

下々回 4・5・15半 3・2・1・17 3.7・7・08 1.0 ・4・02 7. 1・03 4・9・09 3.7・00

田方計 58・4・l・21半 58・4・2・1858・9・5・2024・5・6・05 8・4・1・05 6・3・l・23 8・0・4・28

上 よ目 11・0・7・02半 12・7・2・1612・4・6・1112・0・7・2912・O・7・2912・0・7・1912・O・7・19

中 列目 4.0・9・12 5. 1 ・8・21 5. 1・9・16 5.0 ・0.23 5.0 ・O・23 5.0・0・23 5.0・0・23

下 畑 2.5・8・27 5.3・3・21 5.3・3・21 5・2・4・21 5・2・4・21 5・2・4・21 5・2・4・21

下々畑 6.0 ・04 6・O・04 6.0 ・04 6.0 ・04 6.0 ・04 6.0 ・04

屋敷地 1・9・1・17半 1 .8・O・05 1.8・6・01 1 .8・6・01 1・8・6・01 1・8・5・21 1 .8・5・21

畑方計 19・6・6・2925・5・6・2325・4・5・2324・7・9・1824・7・9・1824・7・8・2824・7・8・28

1 4・5・4・2915・0・3叫5・1・3・2715.0・3・2415・0・3・2415・0・3・24
(資料) 『二宮尊徳全集~ 10巻

寛永6年横田村検地帳 文化9年御物成上納帳

元禄12年横田村差出帳 文化14年御物成上納帳

寛延2年横田村御物成割付帳 文政4年御趣法御土台平均帳

寛政2年横田村御物成割付帳



は
四

O
Mに
激
減
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
明
和
と
天
明
の
飢
僅
が
あ
り
、
安
永
期
に
は
麻
疹
の
流
行
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
文
化
九
年

(
一
八
二
一
)

に
は
、
田
の
減
少
は
つ
い
に
一
四
%
と
な
り
、

ま
す
ま
す
田
の
減
少
傾
向
が
進
行
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
畑
は
二
四
町
歩
余
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
文
政
期
の
戸
数
二
三
と
す
る
と
、
畑
は
一
戸
当
り
一
町
歩
平
均
も
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
田
は
八
町
歩
余
と
し
て
も
一
戸
当
り
四
反
に
も
み
た
な
い
。

こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
、

田
は
激
減
し
、
他
方
で
は
畑
が
維
持
さ
れ
た
と
い
う
現
象
は
、
横
田
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
桜
町

領
の
他
の
村
も
同
様
で
あ
り
、
芳
賀
郡
の
自
給
的
農
業
地
域
で
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
同
様
な
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

回
の
減
少
が
起
き
た
原
因
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
桜
町
領
の
石
盛
を
調
べ
る
と
、

元
蔽
十
二
年
か
ら
寛
延
二
年
ま
で
の
五

0
年
聞
に
、

し

石
盛
の
増
加
が
お
こ
な
わ
れ
た
自
)

O

か
し
、
寛
延
二
年
以
後
は
石
盛
の
増
加
は
な
い
。
桜
町
領
は
、
元
職
十
一
年
(
一
六
九
八
)

に
旗
本
宇
津
家
の
知
行
地
と
な
っ
た
の
で
、

宇
津
家
に
よ
っ
て
年
貢
収
奪
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

北陸農民の北関東移住

次
に
、
田
の
減
少
を
問
題
と
す
る
時
、
金
肥
の
導
入
の
時
期
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
芳
賀
郡
の
金
肥
の
導
入
の
時
期
は
、
元
禄

か
ら
享
保
期
〈

g
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
抹
場
の
少
な
か
っ
た
横
田
で
は
、

元
禄
期
に
金
肥
の
導
入
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
肥
の

導
入
は
、
荒
居
英
次
〈
き
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
干
鰯
商
人
に
よ
る
二
重
搾
取
を
招
い
た
。

こ
の
よ
う
な
領
主
の
年
貢
収
奪
の
強
化
と
干
鰯
商
人
の
二
重
搾
取
の
う
え
に
、
打
ち
続
く
洪
水
・
天
明
の
飢
僅
は
、
多
く
の
没
落
農
民

を
生
み
だ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
桜
町
領
で
は
五
行
川
の
洪
水
の
被
害
が
頻
発
し
、
人
口
の
減
少
と
相
ま
っ
て
用
水
路
は
打
ち
捨
て

189 

ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
二
宮
尊
徳
が
、
桜
町
領
の
農
村
復
興
を
計
画
し
た
時
、
最
初
に
着
手
し
た
の
は
、
堰
の
攻
修
で
あ
っ
た
。

一
方
、
畑
が
維
持
さ
れ
た
の
は
、
特
別
な
商
品
作
物
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
畑
作
物
は
、
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
が
圧
倒
的
に
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多
く
、
小
豆
・
粟
・
稗
・
蕎
麦
・
明
摩
が
少
量
作
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い

av
そ
の
他
、
木
綿
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

天
保
期

で
さ
え
、

一
戸
当
り
一
反
歩
平
均
の
栽
培
面
積

av
で
し
か
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
畑
が
維
持
さ
れ
た
の
は
、
田
の
石
盛
が
不
当
に
高
か

っ
た
上
に
、
流
行
病
や
飢
僅
に
よ
っ
て
村
落
が
疲
弊
し
、
そ
の
上
干
鰯
商
人
に
よ
る
二
重
搾
取
を
受
け
た
た
め
に
、
畑
で
生
産
さ
れ
る
雑

穀
類
を
商
品
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
移
住
村
落
の
環
境
に
、
北
陸
農
民
が
い
か
に
適
応
し
な
が
ら
定
着
し
て
い
っ
た
か
を
、
次
章
で
検
討
す
る
。

六
、
移
住
地
に
お
り
る
適
応
形
態

移
住
者
は
、
前
住
地
の
環
境
知
覚
を
持
ち
つ
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
移
住
地
に
う
ま
く
適
応
で
き
な
い
場
合
は
、
環
境
の
再

評
価
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
北
陸
農
民
の
場
合
も
、
集
落
形
態
・
農
業
経
営
・
風
俗
習
慣
に
わ
た
っ
て
、
前
住
地
の
環
境
を
再
現
し
た
例
が

み
ら
れ
る
。

集
落
形
態
を
再
現
し
た
例
と
し
て
は
、
茨
城
県
玉
造
町
子
賀
新
田
に
、
散
村
が
あ
る

svo
手
賀
新
田
は
、

越
中
砺
波
郡
の
加
賀
藩
農

民
が
移
住
し
た
村
落
で
あ
る
。

農
業
経
営
・
風
俗
習
慣
に
つ
い
て
は
、
桜
町
領
横
田
を
対
象
に
調
べ
た
。
横
田
に
移
住
し
た
北
陸
農
民
は
、
越
後
平
野
の
出
身
で
あ
っ

た
。
横
田
の
移
住
農
民
の
農
業
経
営
を
考
え
る
た
め
に
、
移
住
農
民
の
土
地
所
有
を
第
二
図
に
示
し
た
。
第
二
図
に
は
、
土
地
条
件
を
明

確
に
す
る
た
め
、
さ
ら
に
一
メ
ー
ト
ル
お
き
の
等
高
線
を
書
き
加
え
た
。
な
お
、
こ
の
図
は
、

昭
和
三
十
年
十
月
測
量
の
圃
場
整
備
図

門
部
〉
を
ベ

l
ス
に
し
た
。
横
田
は
、
大
正
十
二
年
か
ら
十
四
年
ま
で
、

一
度
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

交
換
分
合
は
な
か
っ
た

の
で
、
所
有
耕
地
の
位
置
は
ほ
ぼ
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
大
正
期
の
耕
地
整
理
時
の
「
土
地
名
寄
帳
」
〈
包
か
ら
、

移
住
農
民
の



北陸農民の北関東移住

図屋敷地

居所有耕地

ま
っ
た
(
想
。
そ
こ
へ
、
文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
最
初
の
越
後
農
民
寸
平
が
、

子
孫
一
二
戸
の
屋
敷
地
と

所
有
耕
地
を
示
し
た
。

起伏と土地所有の関係

九
戸
の
屋
敷
地
が
-
ケ

所
に
固
ま
っ
て
い
る
の

は
、
目
貫
島
と
呼
ば
れ
る

集
落
で
あ
る
。
こ
の
目
貫

島
は
、
寛
文
十
一
年
(

横田

六
七
一
)
に
九

1
一
O
戸

第2図

の
集
落
で
あ
っ
た
。
元
禄

期
に
は
、

一
四
戸
前
後
の

集
落
と
な
っ
て
い
た
が
、

天
明
期
に
は
皆
潰
れ
て
し

こ
の
目
貫
島
に
移
住
し
た
。
そ
し
て
、

文
政
十
年
(
一

八
二
七
)
一
一
宮
尊
徳
の
指
導
の
も
と
に
、
用
水
路
が
開
削
さ
れ
た
。
以
後
、
移
住
斡
旋
者
の
仲
介
に
よ
っ
て
移
住
し
た
越
後
農
民
が
、
目

貫
嶋
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
。

移
住
農
民
の
所
有
耕
地
を
等
高
線
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
地
形
的
に
低
地
を
多
く
所
有
し
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
水
は
け
の
悪
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い
湿
田
で
あ
っ
た
。
越
後
平
野
の
湿
田
地
帯
で
生
活
し
て
い
た
越
後
農
民
は
、
横
田
に
移
住
し
て
も
湿
田
の
耕
作
者
と
な
っ
た
。
逆
に
、
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横
田
の
田
の
減
少
が
、
こ
う
し
た
湿
田
の
放
棄
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
風
俗
習
慣
で
あ
る
が
、
横
田
に
移
住
し
た
越
後
農
民
は
、
火
葬
を
行
っ
た
。
横
田
に
は
、
現
在
で
も
目
貫
島
に
火
葬
場
の
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
。
火
葬
慣
行
は
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
越
後
・
越
中
・
加
賀
の
真
宗
地
域
で
は
、
火
葬

慣
行
の
風
習
が
あ
っ
た
ハ
想
。
し
か
し
、
北
関
東
で
は
、
土
葬
が
一
般
的
だ
っ
た
。

親
驚
ゆ
か
り
の
古
利
の
浄
土
真
宗
寺
院
専
修
寺

現

在
芳
賀
郡
二
宮
町
高
田
)
で
も
、
昔
か
ら
土
葬
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
横
田
で
は
、
火
葬
を
行
う
移
住
農
民
を
軽
蔑
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
在
来
農
民
と
の
縁
組
も
嫌
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
生
産
性
の
低
い
土
地
を
所
有
し
、
差
別
に
耐
え
、
移
住
地
に
適
応
し
自
立
す
る
た
め
に
、
移
住
農
民
は
、
貯
蓄
し
「
カ

イ
ヨ
ウ
シ
」
を
行
っ
た
。

「
カ
イ
ヨ
ウ
シ
」
と
は
、
柳
田
国
男
の
『
族
制
語
嚢
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
ハ
想
。
「
金
を
出

し
て
養
子
先
き
の
家
を
嗣
ぐ
も
の
で
、
普
通
は
養
子
に
な
る
者
の
も
と
の
苗
字
を
名
の
る
。
財
産
以
外
に
氏
神
や
墓
所
等
の
関
係
は
継
承

す
る
例
が
多
い
o
」

一
般
的
に
は
、
養
子
先
き
の
家
を
嗣
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
北
陸
農
民
の
場
合
は
、
潰
百
姓
の
家
を
嗣
い
だ
。

一
例
を
示
す
と
、
文
政
五

年
(
一
八
二
二
)

に
丈
八
と
い
う
移
住
農
民
は
、
二
宮
尊
徳
か
ら
借
金
を
し
て
演
百
姓
の
家
を
建
て
直
し
た

au。
こ
の
丈
八
の
子
孫
は
、

小
堀
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
小
堀
姓
は
そ
の
村
の
旧
家
の
姓
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
カ
イ
ヨ
ウ
シ
」
に
よ
る
目
立
が
で
き
ず
、

ま
た
風
習
の
相
違
に
よ
る
差
別
を
強
く
受
け
た
場
合
、
北
陸
農
民

は
そ
の
土
地
を
離
れ
移
動
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
環
境
に
適
応
で
き
な
か
っ
た
北
陸
農
民
は
、
定
着
の
過
程
で
北
関
東
農
村

に
広
範
囲
な
移
住
村
落
の
分
布
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



七
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
北
関
東
農
村
へ
移
住
し
た
北
陸
農
民
の
移
動
現
象
と
移
住
地
に
お
け
る
適
応
の
し
か
た
に
重
点
を
お
い
た
。
そ
の
た
め
、

北
陸
農
民
を
北
関
東
農
村
へ
押
し
出
し
た
原
因
の
追
求
は
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
加
賀
藩
の
切
高
仕
法
に
よ
る
小
百
姓
の

増
加
と
い
っ
た
原
因
ば
か
り
で
な
く
、
浄
土
真
宗
と
い
う
宗
派
の
性
格
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の

研
究
を
通
し
て
、
北
陸
農
民
は
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
へ
の
執
着
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
宗
教
的
な

力
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
し
た
問
題
で
あ
る
。

本
稿
は
、
従
来
の
人
口
移
動
の
研
究
に
対
し
て
新
し
い
見
方
を
示
し
た
。
第
一
は
、
人
口
移
動
を
動
態
的
に
捉
え
る
た
め
に
、
拡
散
と

い
う
見
方
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
北
陸
農
民
の
移
住
に
は
、
真
岡
・
笠
間
と
い
う
二
つ
の
中
心
地
が
あ
り
、
そ
の
地
点
か
ら
離
れ
れ

ば
離
れ
る
程
移
住
年
代
が
遅
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
第
二
は
、
環
境
へ
の
適
応
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
北
陸
農
民

北陸農民の北関東移住

が
前
住
地
の
集
落
形
態
・
農
業
経
営
・
風
俗
習
慣
と
い
っ
た
も
の
を
保
持
し
な
が
ら
も
、

「
カ
イ
ヨ
ウ
シ
」
に
よ
っ
て
自
立
し
適
応
す
る

姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

付
記

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
二
宮
町
長
沼
中
学
校
教
諭
横
山
彰
徳
・
真
岡
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
長
高
松
勧
農
雄
・
穴
川
水
利
組
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合
小
堀
重
信
の
各
氏
に
調
査
上
便
宜
を
計
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
す
る
。
ま
た
、
筑
波
大
学
菊
池
利
夫
教
授
・
千
葉
徳
爾

教
授
の
御
指
導
を
賜
わ
り
、
な
ら
び
に
筑
波
大
学
大
学
院
の
古
田
悦
造
先
輩
に
多
く
の
助
言
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
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な
お
、
本
稿
は
昭
和
五
十
三
年
四
月
、
国
学
院
大
学
で
の
歴
史
地
理
学
会
大
会
で
発
表
し
た
内
容
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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